















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































撹1,1.､-,.爵.il1ilLl11i1iliiiiiliIiiliL ﾛ唾．T屯÷⑭ぺいH1f鰯 鍵鶯 :!｢幹鱒蟻i;Ｉ
蕊鍛Ｉ 上右 写真Ｂ後白河院庁宣に見られる藤原
範季の花押(左）
写真Ｃ淡路国司庁宣に見られる袖判
写真，淡路国司庁宣に見られる藤原
範周の花押
>粍軋㎡. 別｡：5
上左
左
灘
鷲鑿蕊11
.-.恐謹虚舜：Ｉ弱
〈
守
片
■干再⑤凸乾甦H出［-1
灘
…鱸…域｡.､
鷺
鷲
．
稲
蕊 ：蕊蕊
じ
つ
は
、
こ
の
庁
宣
の
袖
判
が
藤
原
施
季
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『花押かが象』の元久二年（’二○
五
）
以
降
を
す
べ
て
め
く
っ
て
承
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
め
ざ
す
花
押
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
花
押
か
が
み』には藤原施周と藤原範季とは、
隣り合わせに載っているのである。
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
は
大
分
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の時の苦い経験などが、別稿の「花
（３）
押
か
が
み
文
書
名
索
引
」
を
作
成
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
藤原範季は、後鳥羽天皇の後宮に
入
っ
た
修
明
門
院
藤
原
重
子
の
父
親
で
も
あ
る
。
修
明
門
院
は
順
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
。
『
愚
管
抄
」
巻
第
五
に
は
ヨ
ノ
範
季
〈
後
鳥
羽
院
ヲ
ヤ
ン
ナ
イ
タ
テ
マ
ッ
リ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
践
柞
ノ
時
モ
ヒ
ト
ヘ
ー
ー
サ
がこの花押を藤原範周に比定してい
る
の
も
、
以
上
の
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
｜｜’
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以上のことより、元久一一年（一二○五）四月付の淡路国司庁宣
の袖に承られる花押は淡路国知行国主藤原範季のしの、奥にゑら
れる花押は淡路国守藤原範周のものであることが確認できた。藤
原範季はそのすぐ後の五月一○日に莞じているので、やがて国守
も
交
替
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
『
民
経
記
』
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
五
月
一
○
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
修
明
門
院
は
安
楽
心
院
御
八
誌
を
惨
し
て
い
る
の
が
、
こ
れ
は
「
贈
左
大臣範季公料鰯也」という。
る
○
タ
シ
マ
イ
ラ
セ
シ
人
也
、
サ
テ
加
階
〈
二
位
マ
デ
ン
タ
リ
シ
カ
ド
モ
、
当
分
ノ
母
后
ノ
チ
入
ナ
リ
、
サ
テ
贈
位
モ
タ
マ
ワ
レ
リ
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
（２）早稲田大学資料影印叢書『古文書集』｜より複写転載。
（３）現在は「『花押かがぷこ』文書名索引」（『法政大学部紀要』’一一
四）の翠を発表。
（証（１）『兵庫県史」史料編古代一～三には、詳細な「国司年表」が付さ
れているが、これは元暦元年（二八四）までであり、鎌倉期の国
司在職を知ることはできない。また最近、宮崎康充編『国司補任』
が刊行されたが、現在平安時代の途中までしかできていないので、
元久二年四月の淡路国司庁宣に見られる花押について（中野）
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
西
〔付記〕本稿は、一九八八年度法政大学特別研究助成金および一九八九
・九○年度文部省科学研究費補助金に韮づく成果の一部である。
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